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〇総合事業＝「介護予防」と「日常生活支援」を総合して考えることで、

自立を支援する。

×総合事業＝現行型サービス・緩和型サービス

担い手は専門職だけではなく、地域の人材を活用することで、地域で
高齢者が社会参加できる機会を増やし、介護予防につなげる

１ 介護予防・日常生活支援総合事業とは

「自立支援」とは

介護保険における「自立」とは、要介護者ができる限り自分の能力を
活かして日常生活を続けていくこと。

2



・介護予防は、高齢者が要介護状態等となることの予防や要介護状
態等の軽減・悪化の防止を目的として行う。

・特に、生活機能の低下した高齢者に対しては、リハビリテーションの
理念を踏まえて、「心身機能」「活動」「参加」のそれぞれの要素にバ
ランスよく働きかけることが重要。

・単に高齢者の運動機能や栄養状態といった心身機能の改善だけを
目指すものではなく、日常生活の活動を高め、家庭や社会への参加
を促し、それによって一人一人の生きがいや自己実現のための取り
組みを支援して、生活の質の向上を目指す。

「介護予防」の基本的な考え方
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・サービス導入時の合意形成について

・利用できるツール・事業の紹介

（１）興味・関心チェックシートの活用

（２）リハビリ専門職訪問支援事業

（３）やるっぴ集中リハビリ事業（通所型サービスC）

２ 自立支援・介護予防のために
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・サービス開始前に、サービス導入により達成する生活目標の設定
や、サービスのゴール設定、利用期間を、本人や家族と合意形成し
保険利用を行うことが重要。

・総合事業のイメージとして、利用者への初回説明・同意を得る際に
は「元気な元の生活に戻るためにサービスを利用すること、元気に
なってくればサービスの利用は少なくなっていくこと」を説明し、本人・
家族・サービス事業者等、関係者全員が目指す方向性を共有してい
く必要がある。

・体調が崩れる前にはどんな生活をしていたか、なぜそれができなく
なったのかをアセスメントして支援を検討することが重要。

サービス導入時の合意形成について
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そのために、日常の環境調整や動作の仕方、改善
の予後予測についてアドバイスができる、リハビリ
テーション専門職など多職種が関わっていくことが大
切です。

本人・家族・関係者が
１年後のイメージを

ポジティブに思い描けるような
説明が理想です。
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（１）興味・関心チェックシート

・本人の生きがい・できていることを
聞き取るために利用できるチェック
シート。生活の質向上のための意
欲の引き出し、ケアプランの目標設
定に利用できる。

・介護予防ケアマネジメントの流れ
の中に組み込み、初回アセスメント
時の利用が望ましい。

出典：厚生労働省 「介護予防・日常生活支援総合事業における
介護予防ケアマネジメントの実施及び介護予防手帳の活用につ
いて」

利用できるツール・事業の紹介
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（２）リハビリ専門職訪問支援事業

【目的】

高齢者の自立を支援する支援者に対して、リハビリ専門職が専門的
な視点から高齢者だけの行為にとらわれず、能力を見極め予後予測
を踏まえた助言等を行い、より自立支援を促進できるケアマネジメン
トを実現する。

【想定される事例】
・サービス初回導入時、住宅改修・福祉用具検討時
・退院直後、骨折後等、今後状態の変化が見込まれるケース
・サービス導入時の合意形成が図られにくいケース

知立市ネットワーク会議にてリハビリ専門職訪問支援事業の
勉強会・事例紹介を行います。ぜひご参加ください！

日時：令和５年３月16日（木） 13時30分より
場所：福祉の里八ツ田 ３階 さくら・うめ

8



（３）やるっぴ集中リハビリ事業（通所型サービスC）

【内容】

入浴、調理、買物、趣味活動等の生活行為に支障のある者を対
象に、保健・医療の専門職が、おおよそ週２回、３～６か月の期
間で生活行為の改善を目的とした介護予防プログラムを実施す
る、短期集中予防サービス。
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（３）やるっぴ集中リハビリ事業（通所型サービスC）

【特徴】

・対象者自身が自身の生活機能の低下等について自覚を持ち、
介護予防に意欲的に取り組むことができる。

・対象者がしたい又はできるようになりたい生活行為を、興味・
関心チェックシート等を活用して具体的にし、「地域で自立した
生活を送る」ための目標が立案できる。

・居宅を訪問することで、支障をきたしている生活行為の原因を、
居宅や地域での生活環境を踏まえ、適切にアセスメントし、課題
抽出ができる。

・評価を行い、サービス終了後も引き続き社会参加が維持され
るよう、サービス終了後に余暇・まちかど運動教室・地域の通い
の場等への参加に結びつくよう配慮する。目標達成後、どう社
会参加するかを提案できる。
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「介護予防・日常生活支援総合事業」は、介護サービスを組み
合わせるだけでなく、ご本人の周りにある様々な資源を組み合
わせて、

以前までと同じように「日常生活にある幸せ」を
続けていけるように支援をすること。

そして、ご本人や周りの人が、「そのためにどうす
ればよいか気づき、生活を見直す」
ためのきっかけづくりをすることが大切。
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